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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物学的組織（８）の出血領域（４）で生じる血液の流出を制御する装置であって、こ
の領域（４）と対向して配置されるように設けられた可撓性プレート（２）を備え、前記
可撓性プレートが、以下：
－前記生物学的組織（８）へ適用されて前記出血領域が囲繞されるのに適した実質的に気
密性の周囲支持手段（３）と、
－前記支持手段（３）と共に中空空間（６）の範囲を定める、前記領域（４）と対向する
後壁（５）と、及び
－吸引して前記周囲支持手段（３）に前記組織（８）の表面（７）を密接に適用するよう
に前記中空空間（６）内に真空を形成するため、外部吸引源へ中空空間（６）を接続する
ように可撓性プレート（２）の外部に設けられた接続手段と、
を備え、
前記領域（４）と後壁（５）との間に配置されかつ後壁に実質的に垂直な軸に沿って前記
領域（４）側でその中央が空洞化された中空スタッド（１１）であって、前記空間（６）
内に真空が形成されるときに前記領域（４）と接触するように設けられた中空スタッド（
１１）をさらに備えることを特徴とし、
前記生物学的組織（８）に適用されるのに適しておりかつ後壁の硬度より低い硬度を有す
る部分を備えることをさらに特徴とする、装置。
【請求項２】
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　前記生物学的組織（８）へ適用されるのに適しておりかつ後壁の硬度より低い硬度を有
する部分が周囲支持手段（３）を備えることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記生物学的組織（８）へ適用されるのに適した部分であって後壁の硬度より低い硬度
を有する部分が硬度０～５０ショアＡを有することを特徴とする、請求項１又は２に記載
の装置。
【請求項４】
　前記後壁が硬度３５～８５ショアＡを有することを特徴とする、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項５】
　生物学的組織（８）の出血領域（４）で生じる血液の流出を制御する装置であって、こ
の領域（４）と対向して配置されるように設けられた可撓性プレート（２）を備え、前記
可撓性プレートが、以下：
－前記生物学的組織（８）へ適用されて前記出血領域が囲繞されるのに適した実質的に気
密性の周囲支持手段（３）と、
－前記支持手段（３）と共に中空空間（６）の範囲を定める、前記領域（４）と対向する
後壁（５）と、及び
－吸引して前記周囲支持手段（３）に前記組織（８）の表面（７）を密接に適用するよう
に前記中空空間（６）内に真空を形成するため、外部吸引源へ中空空間（６）を接続する
ように可撓性プレート（２）の外部に設けられた接続手段と、
を備え、
前記領域（４）と後壁（５）との間に配置されかつ後壁に実質的に垂直な軸に沿って前記
領域（４）側でその中央が空洞化された中空スタッド（１１）であって、前記空間（６）
内に真空が形成されるときに前記領域（４）と接触するように設けられた中空スタッド（
１１）をさらに備えることを特徴とし、
前記生物学的組織（８）に適用されるのに適しておりかつ硬度０～５０ショアＡを有する
部分を備え、前記後壁の硬度が３５～８５ショアＡであることをさらに特徴とする、装置
。
【請求項６】
　前記生物学的組織（８）へ適用されるのに適した前記部分が３５ショアＡにほぼ等しい
硬度を有することを特徴とする、請求項３又は５に記載の装置。
【請求項７】
　前記後壁が５０ショアＡにほぼ等しい硬度を有することを特徴とする、請求項４又は５
に記載の装置。
【請求項８】
　中空空間（６）を吸引源に接続するように設けられた接続手段（１４）が中空スタッド
（１１）の内部へ通じていることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の装
置。
【請求項９】
　前記中空空間を吸引源に接続するように設けられた接続手段（１４）が前記後壁の側で
中空スタッドの上部において中空スタッド（１１）の内部へ通じていることを特徴とする
、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記中空スタッドは、その空洞化された側が領域（４）と接触するときに、前記空間（
６）内に形成された真空から隔離されるように設けられることを特徴とする、請求項１～
７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記中空スタッド（１１）がその空洞化された内部（１３）を前記空間（６）に連結す
る穴を備えていないことを特徴とする、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
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　前記中空スタッドが前記後壁に実質的に垂直な対称軸を持つ円筒形状を有していること
を特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記中空スタッドが止血接着剤又は止血製品などの製品が充填されるように設けられて
いることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記後壁が、前記中空空間と吸引手段との間の接続手段を通らないで注射器によって貫
通されて中空スタッド内に前記接着剤などの製品を注入するように設けられていることを
特徴とする、請求項１～１３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記接続手段が、後壁（５）の厚さ内に配置される中間収集ハウジングなしに中空空間
（６）を接続させるように設けられていることを特徴とする、請求項１～１４のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記中空スタッドが前記後壁の中央に位置することを特徴とする、請求項１～１５のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記中空スタッドが該中空スタッドを囲繞する空洞化されたリングを領域（４）の側で
受容して中空スタッドとリングとの間の接合が密閉性を有するように設けられていること
を特徴とする、請求項１～１６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記領域（４）の側で前記中空スタッドを囲繞する空洞化されたリングを、中空スタッ
ドと該リングとの間の接合が密閉性を有するように備えていることを特徴とする、請求項
１～１７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記リングが円筒形状を有していることを特徴とする、請求項１７又は１８に記載の装
置。
【請求項２０】
　前記リングが前記領域（４）の方向に広げられた形状を有していることを特徴とする、
請求項１７又は１８に記載の装置。
【請求項２１】
　周囲支持手段（３）と前記中空スタッドとの間に配置され、前記中空スタッドを囲繞し
、かつ前記空間（６）内に真空が形成されるときに前記領域（４）と接触するように設け
られたスカートを備えていることを特徴とする、請求項１～２０のいずれか一項に記載の
装置。
【請求項２２】
　前記スカートが後壁の中央に位置していることを特徴とする、請求項２１に記載の装置
。
【請求項２３】
　前記スカートが、前記領域（４）に向けられかつ空間（６）内に真空が形成されるとき
に前記領域（４）と接触するように設けられた歯を備えていることを特徴とする、請求項
２１又は２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記プレートの表面積を変え又はその断面を変えることを可能にする追加の部品（２０
）を受容するように前記周囲支持手段（３）が設けられていることを特徴とする、請求項
１～２３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２５】
　生物学的組織（８）へ適用されるのに適しておりかつ前記後壁の硬度と異なる硬度を有
する部分が追加の部品（２０）を備えていることを特徴とする、請求項２４に記載の装置
。
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【請求項２６】
　前記追加の部品（２０）が、該追加の部品（２０）と前記生物学的組織との間に位置す
るように配置されかつ追加の部品（２０）の硬度より低い硬度を有する中間シール（４０
）を備えていることを特徴とする、請求項２４又は２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記追加の部品が前記シール（４０）を受容するスリット（３９）を備えていることを
特徴とする、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記シールが硬度０～１０ショア００を有することを特徴とする、請求項２６又は２７
に記載の装置。
【請求項２９】
　前記シールが５ショア００にほぼ等しい硬度を有することを特徴とする、請求項２８に
記載の装置。
【請求項３０】
　前記後壁（５）が気密性かつ不透過性であることを特徴とする、請求項１～２９のいず
れか一項に記載の装置。
【請求項３１】
　前記領域（４）上でプレート（２）の位置決めを補助するカメラ（２４）を備えている
ことを特徴とする、請求項１～３０のいずれか一項に記載の装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、出血領域、とりわけ、ヒト又はより一般的には動物の体の局部的領域（その
最大直径は約１０ｍｍ未満である）で生じる血液流出を制御する装置に関する。
【０００２】
　かかる装置は、例えば、ユーザーが：
－非常に血管の多い生物学的組織の領域、とりわけ、患者の自然体腔に属しそれゆえに接
近困難である領域で、前記血液流出はこの領域内で多量の出血を生じる、において；
－手術の間又は外傷後のいずれかの血管の創傷の後に、
生じる多量の血液流出を制御して止めることを可能にする。この流出は、胃又は子宮のよ
うな自然体腔内の、接近困難な、深部領域において認められることがある。この出血は、
ビデオ手術によるように、直接に接近することができないことがある。本発明に係る装置
は、かかる状況において有効でないことがある従来の止血技術に付加される。
【従来技術】
【０００３】
　傷口のレベルにおいて又はむき出しとなり直接に接近することができる組織領域に対し
て、吸引によるドレナージを行い、感染していることがあるか又はない死んだ小片の排出
、及びこの止血を促す組織の一定の移動を惹起することにより、血液流出を制御して止め
る止血装置が既に知られている（例えば、特許出願第ＷＯ２００９１０１３４８号パンフ
レット参照）。
【０００４】
　従来技術に照らして生じる第一の技術的問題は、かかる装置を前記傷口又は前記組織に
対して良好に保持することである。
【０００５】
　従来技術に照らして生じる第二の技術的問題は、例えば、患者の分娩のときに患者の子
宮の内壁で出産のために生じることがある出血の場合に、子宮のような「中空の」器官の
２つの対向する壁を近づけて保持することである。
【０００６】
　本発明の目的は前記第一又は第二の問題を解決することである。
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【発明の概要】
【０００７】
第一の課題は生物学的組織の出血領域で生じる血液の流出を制御する装置であって、この
領域と対向して配置されるように設けられた可撓性プレートを備え、該可撓性プレートが
、以下：
－前記生物学的組織へ適用されて前記出血領域が囲繞されるのに適した実質的に気密性の
周囲支持手段と、
－前記支持手段と共に中空空間の範囲を定める、前記領域と対向する後壁と、及び
－吸引して前記周囲支持手段に前記組織の表面を密接に適用するように前記中空空間内に
真空を形成するため、外部吸引源へ中空空間を接続するように可撓性プレートの外部に設
けられた接続手段と、
を備え、
前記領域と後壁との間に配置されかつ後壁に実質的に垂直な軸に沿って前記領域側でその
中央が空洞化された中空スタッドであって、前記空間内に真空が形成されるときに前記領
域と接触するように設けられた中空スタッドをさらに備えることを特徴とする、
装置によって解決される。
【０００８】
　中空スタッドは、その空洞化された側が前記領域と接触するときに、前記空間内に形成
された真空から該中空スタッドが隔離されるように設けられていることができる。
【０００９】
　中空スタッドは、その空洞化された内部を前記空間へ連結する穴を含んでいる必要はな
い。
【００１０】
　中空スタッドは後壁に実質的に垂直な対称軸を持つ円筒形状を有していることができる
。
【００１１】
　中空スタッドは、止血接着剤又は止血製品などの製品が充填されるように設けられるこ
とができる。
【００１２】
　後壁は、中空空間と吸引手段との間の接続手段を通らないで注射器によって貫通され中
空スタッド内に止血接着剤又は止血製品などの製品を注入するように設けられることがで
きる。
【００１３】
　接続手段は、後壁の厚さ内に配置される中間収集ハウジングなしに中空空間を接続させ
るように設けられることができる。
【００１４】
　中空スタッドは後壁の中央に位置していることができる。
【００１５】
　中空スタッドは、前記領域側で該中空スタッドを囲繞する空洞化されたリングを受容し
て中空スタッドと該リングとの間の接合が密閉性を有するように設けられることができる
。
【００１６】
　本発明に係る装置は、前記領域側で中空スタッドを囲繞する空洞化されたリングと中空
スタッドとの接合が密閉性を有するように該リングを含んでいることができる。
【００１７】
　リングは円筒形状を有していることができる。
【００１８】
　リングは前記領域の方向に広げられた形状を有していることができる。
【００１９】
　本発明に係る装置は、周囲支持手段と中空スタッドとの間に配置され、中空スタッドを
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囲繞し、前記空間内に真空が形成されるときに前記領域と接触するように設けられたスカ
ートを含んでいることができる。スカートは後壁の中央に位置していることができる。ス
カートは、前記領域に向けられかつ前記空間内に真空が形成されるときに前記領域と接触
するように設けられた歯を備えていることができる。
【００２０】
　周囲支持手段はプレート面積を変更し又はそのプロファイルを変更するためのさらなる
部品を受容するように設けられていることができる。
【００２１】
　後壁は気密性かつ不透過性であることができる。
【００２２】
　本発明に係る装置は前記領域上でプレートの位置決めを補助するカメラを含んでいるこ
とができる。
【００２３】
　本発明のさらに別の側面によれば、第二の課題は生物学的組織の出血領域で生じる血液
流出を制御する装置であって、以下：
－対向する２つの面を備えた可撓性プレートであって、それら２つの面の間に内部体積を
含むプレートと、及び
－前記装置の外部にある吸引手段に前記内部体積を接続してこの内部体積内に負圧を形成
するように設けられた接続手段と、
を備え、
前記面のそれぞれが穴を備えて、内部体積とプレートの外部とがこれらの面を介して通じ
ている、
装置によって解決される。
【００２４】
　プレートの前記面はそれぞれ、装置の外側に、レリーフのパターンを備えていることが
できる。
【００２５】
　前記パターンは、実質的に一定の表面密度で、規則的に面上に分布されていることがで
きる。
【００２６】
　本発明のさらに別の側面によれば、本発明に係る装置が出血領域に配置される、生物学
的閉鎖空間内で生じる血液流出を制御する方法が提供される。
【図面及び実施形態の説明】
【００２７】
　本発明の他の利点及び特徴は、全く限定的でない実施及び実施形態、並びに以下の添付
図面の詳細な説明を読めば明らかとなるであろう：
－図１は、「スモールプレート」と呼ばれる本発明に係る装置の第一の実施形態の横断面
図であり、
－図２は、図１の本発明に係る装置の第一の実施形態の底面図であり、
－図３は、「ラージプレート」と呼ばれる本発明に係る装置の第二の実施形態の横断面図
であり、
－図４は、図３の本発明に係る装置の第二の実施形態の底面図であり、
－図５は、本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態の中空スタッドの横断面図であり
、
－図６は、本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態の中空スタッドを囲繞する本発明
に係るリングの第一の実施形態の横断面図であり、
－図７は、本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態の中空スタッドを囲繞する本発明
に係るリングの第二の実施形態の横断面図であり、
－図８は、本発明に係る装置の変形の横断面図であり、
－図９～図１１はそれぞれ、本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態の追加の部品の
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横断面図であり、
－図１２は、「スカート」を備えた本発明に係る装置の実施形態の底面図であり、
－図１３は、「スカート」を備えた本発明に係る装置のこの実施形態の横断面図であり、
－図１４は、「中空器官用のプレート」と呼ばれる本発明に係る装置の別の実施形態の横
断面図であり、
－図１５は、「中空器官用のプレート」の平面図であり、
－図１６は、「中空器官用のプレート」の正面断面図（vue de coupe de face；profile 
sectional view）であり、
－図１７は、「中央吸引による」装置と呼ばれる本発明に係る装置の別の実施形態の横断
面図であり、
－図１８は、「中央吸引による」実施形態の中空スタッド１１の底面図であり、
－図１９は、図１８の断面Ａ－Ａに沿った、「中央吸引による」実施形態の中空スタッド
１１の横断面図であり、
－図２０は、「中央吸引による」実施形態の中空スタッド１１の側面図であり、そして
－図２１は、本発明に係る装置の実施形態のいずれか１つの追加の部品２０の変形の横断
面図である。
【００２８】
　概して、図に示された寸法は一般にミリメートルで表されている。
【００２９】
　図１及び図２を参照して最初に、「スモールプレート」と呼ばれる本発明に係る装置の
第一の実施態様「Ａ１」（図中の参照番号１）の説明をする。
【００３０】
　図１は図２の軸Ｉに沿った横断面図である。
【００３１】
　生物学的組織８の出血領域４で生じる血液流出を制御するための装置１は、平坦な可撓
性プレート２を備えている。
【００３２】
　下記及び上記からわかるように、プレートは円形又は楕円形をしている。
【００３３】
　可撓性プレート２は天然若しくは合成ゴム又はシリコーンタイプのプラスチック材料で
形成されている。
【００３４】
　可撓性プレート２は、以下：
－実質的に気密性の周囲支持手段３と、
－後壁５と、
－装置外部の吸引源（図示せず）への接続手段１４と、
－中空スタッド１１と、
を備えている。
【００３５】
　プレート２は、前記出血領域４と対向しかつ該出血領域４と平行に広がり、以下：
－実質的に気密性の周囲支持手段３が、出血領域４が囲繞されるように生物学的組織８に
適用され、
－後壁５が前記領域４と対向して、前記支持手段３と共に中空空間６の範囲を定め、
－吸引して前記周囲支持手段３に前記組織８の表面７を密接に適用するように前記中空空
間６内に真空を形成するため外部吸引源へ中空空間６を接続するように可撓性プレート２
の外部に接続手段１４が設けられ、及び
－中空スタッド１１が前記領域４と後壁５との間に配置されかつ後壁に実質的に垂直な軸
１０に沿って前記領域４側でその中央が空洞化され前記空間６内に真空が形成されるとき
に前記領域４と接触するように設けられる、
ように設けられている。
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【００３６】
　接続手段１４は、中空空間６の内部に通じる管１５（又は接続ダクト）を備える。
【００３７】
　図１及び図２に示すように、中空スタッド１１は後壁５に実質的に垂直な対称軸１０を
持つ円筒形状を有する。
【００３８】
　さらに、中空スタッド１１は後壁５の中央に位置する。
【００３９】
　後壁５は、周囲支持手段３と同様に、気密性かつ不透過性である。「不透過性」とは、
それが隔離しており液体又は圧力差をそこから拡散させないことを意味する。
【００４０】
　可撓性プレートの周囲支持手段３はこのプレートの後壁５を囲繞しかつ後壁５と一体と
なった可撓性リムからなる。
【００４１】
　装置１は可撓性プレート２を補強するように設けられた不連続の挿入手段９をさらに備
え、これらの挿入手段はこの領域４と後壁５との間に配置される。
【００４２】
　さらに、不連続の挿入手段９は中空空間６内での真空の伝播を促進して本発明に係る装
置が表面７上でスライドするのを制限するように意図される。
【００４３】
　不連続の挿入手段９は後壁に分布されたスタッド９を備える。前記挿入手段は、可撓性
プレート２の範囲内で等距離かつ規則的に分布された、好ましくは同一の、複数のブレー
シングスタッド（plots d'entretoisement）９からなり、それらスタッド９の末端の一方
が出血領域と接触し、反対側の末端でスタッド９は後壁５と一体となる。スタッド９は、
円形断面の、充実円筒形状（profil cylindriqueplein）を有する。挿入手段９は、プレ
ートと同じ材料、すなわち、天然若しくは合成ゴム又はシリコーンタイプのプラスチック
材料で形成されている。
【００４４】
　このように、装置１のプレート２は気密性のカバーを有する平坦なサッカー（ventouse
）を形成し、それは処置されるべき組織８の傷口３７又は領域４の制御されるべき出血の
又は血液流出の部位を囲繞しかつ該部位に対して密接に適用されることができ、前記サッ
カーは組織８の領域４の周囲と接触しかつカテーテル又は同様の接続管１５によって外部
の吸引真空装置に気密に連結される内部体積６の範囲を定めて、前記サッカーと組織８の
領域４との間のこの体積６内に所定値の負圧を形成する。
【００４５】
　これらの配置によって、形成された負圧の作用下での組織の移動によって傷口３７が塞
がり、内部支持要素９、１１が組織８を実質的にあるべき場所に保持する。
【００４６】
　中空スタッド１１は中空内部１３を囲繞する周囲壁１２を備える。前記壁１２は不透過
性である。中空スタッド１１は、その空洞化された側が領域４と接触するときに、中空ス
タッド１１の壁１２が傷口３７を囲繞して傷口３７が中空内部１３と対向して配置される
ように設けられる。
【００４７】
　中空スタッド１１は、その空洞化された側が領域４と接触するときに、その中空内部１
３が前記空間６内に形成された真空から隔離されるように設けられる。とりわけ、中空ス
タッド１１はその壁１２に、その空洞化された内部１３を前記空間６に連結する穴を備え
ていない。
【００４８】
　中空スタッド１１は止血接着剤又は止血製品が充填されるように設けられ、より正確に
は中空内部１３は止血接着剤又は止血製品が充填されるように設けられる。
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【００４９】
　後壁５は、注射器によって貫通されて（例えば、軸１０に沿って、装置１の外部から中
空内部１３へ）、中空空間６と吸引手段との間の接続手段１４を通らないでスタッド１１
の中空内部１３内に止血接着剤又は止血製品を注入するように設けられる。とりわけ、接
続手段１４は、後壁５の厚さ内に配置される中間収集ハウジングなしに直接に接続ダクト
１５に中空空間６を接続させるように設けられる。
【００５０】
　このように、真空を形成する吸引手段への接続手段１４に穴をあけるリスクなしに、か
つ止血接着剤又は止血製品が前記空間６内に次いで吸引手段へと吸引されるリスクなしに
、止血接着剤又は止血製品が中空内部１３内に挿入されて装置が良好に組織８上で保持さ
れこと、とりわけ、傷口３７上でスタッド１１が良好に保持されることを確実にすること
ができる。
【００５１】
　別の変形において、プレート２が傷口３７に適用される前に、中空空間１３内に予め止
血接着剤又は止血製品が挿入される。このように、止血接着剤が前記空間６内に次いで吸
引手段へと吸引されるリスクなしに、止血接着剤又は止血製品が中空内部１３に挿入され
て装置が組織８上で良好に保持されることを確実にし、とりわけ、傷口３７上にスタッド
１１が良好に保持されることを確実にすることができる。
【００５２】
　接着剤以外の製品、例えば、接着性製品、殺菌剤、癒創薬及び／又は抗生物質が前記中
空内部に挿入されることができることに留意されたい。
【００５３】
　装置１は、例えば、以下：
－接近困難なことが従来の手段によるこの出血の効果的な制御を不確実にすることがある
体腔、例えば、食道の内壁、噴門と十二指腸との間のとりわけ胃と直角をなす消化管の内
壁などの自然体腔の内壁における、さらに該消化管の、腹膜の及び腸の及びとりわけ結腸
の壁内の、接近困難な傷口に対して、
－組織がとりわけ脆弱な器官、例えば、心臓、肝臓又は脾臓などに生じる開いた傷口又は
病変であって、出血の制御が傷口から流れる血液を吸引しないことを必要とするが、より
素早く傷口の両辺を強く接近させて装置の配置に由来して生じる固定効果によってそれら
相互に適用される状態に保持し、当該効果が出血がきちんと止まるまで病変を塞ぎ、又は
密閉空間内で出血を抑えることを必要とする場合に、
－正常には密着しているが偶然に裂けて相互に分離された２つの壁又は生物学的膜の間に
、例えば、胸膜と肺壁との間に形成され、それらの間で出血又はびまん性出血が生じてお
り迅速に制御かつ止血しなれればならない、いわゆる出血している表面の場合に、
用いられることができる。
【００５４】
　ここで、「ラージプレート」と呼ばれる本発明に係る第二の実施形態の装置「Ａ２」（
図中参照番号１６）を、第一の実施形態に対するその違いについてのみ、図３及び図４を
参照して説明する。
【００５５】
　図３は図４の軸ＩＩに沿った横断面図である。
【００５６】
　この第二の実施形態は、それがより大きい寸法からなりかつより多数のスタッド９を備
えていることを除いては、第一の実施形態と同じである。
【００５７】
　本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態の中空スタッド１１、及びこの中空スタッ
ド１１に関連するリングの種々の実施形態を、図５～図７を参照して説明する。
【００５８】
　本発明に係る装置の第一及び第二の実施形態において、中空スタッド１１を囲繞する空
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洞化された着脱可能なリング１７を領域４の側（すなわち、中空スタッドの空洞化側）で
受容して中空スタッド１１とリング１７との間の接合が密閉性を有するように中空スタッ
ド１１が設けられる。
【００５９】
　従って、装置１、１６は典型的には、中空スタッド１１とリングとの間の接合が密閉性
を有するように領域４の側に中空スタッド１１を囲繞する空洞化リングを備える。
【００６０】
　リング１７は：
－図６に示すように、円柱形状を、又は
－図７に示すように、後壁５の側で円柱形状であってかつ領域４の方向に広げられた形状
を、
有する。
【００６１】
　前記リングは軸１０の周りに回転対称を有する。
【００６２】
　このように、以下：
－領域４の側の中空内部１３の直径１８、及び／又は
－リング１７と組織８との間の接触の領域１９、を
スタッド１１を囲繞するように選択されたリング１７の型に応じて変更することができる
。
【００６３】
　リング１７は傷口の保持及び閉塞を改善する。
【００６４】
　前記中空スタッドは微細構造の歯を備えていることができる。
【００６５】
　リング１７は微細構造の歯を備える。
【００６６】
　ここで、本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態の変形における追加の部品を、図
８～図１１を参照して説明する。
【００６７】
　本発明に係る装置の第一又は第二の実施形態のこの変形において、プレートの表面積を
変え又はその断面を変えることを可能にする追加の部品２０を受容するように周囲支持手
段３が設けられる。
【００６８】
　追加の部品は、例えば何度も貼り合わせかつ剥がすことができるゴムの２つの平滑面の
ような表面の接着、クリップ又は表面付着によって周囲支持手段に固定される。
【００６９】
　このように、装置１、１６の組織８への付着及び保持の特性は変えられ適合されること
ができる。
【００７０】
　追加の部品２０は、組織８に向けられかつ空間６内に真空が形成されるときに組織８と
接触するように設けられた微細構造の歯２２を備える。追加の部品２０は、組織８へ歯の
形状の微細構造２２を掛けることによって、前記装置の組織８へのより良好な保持を確実
にする。
【００７１】
　ここで、説明してきた本発明に係る装置の実施形態の変形のいずれか１つのためのスカ
ートを、図１２及び図１３を参照して説明する。
【００７２】
　本発明に係る装置の実施形態の変形のいずれか１つは、図１２及び図１３に示すように
、周囲支持手段３と中空スタッド１１との間に配置され、中空スタッド１１を囲繞し、か
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つ空間６内に真空が形成されるときに組織８と接触するように設けられた着脱可能なスカ
ート２１をさらに備える。
【００７３】
　スカート２１は後壁５の中央に位置する。
【００７４】
　前記スカートは組織８上で装置のより良好な保持を確実にする。
【００７５】
　さらに、装置１、１６は、領域４上でプレート２を位置決めしかつ傷口３７に対してプ
レート２の中心を決めるのに際して臨床医を支援するカメラ２４を備えていることができ
る。
【００７６】
　前記カメラは、スタッド１１の空洞化側が領域４と接触するときに中空内部２３を介し
て前記組織を視覚化するように設けられる。
【００７７】
　ケーブル２５は、カメラからの視覚データを受信する遠隔手段（図示せず）にカメラ２
４を接続する。
【００７８】
　カメラは局部的に（電池、バッテリー）又はケーブル２５を介して電力を供給される。
【００７９】
　ケーブルはカメラ２４から出発して接続手段１４へそしてダクト１５の経路をたどる。
【００８０】
　カメラはスタッド１１の中心軸１０に対してずらされており、カメラ２４又はケーブル
２５を損傷するリスクなしに注射器がプレート２を貫通して中空内部１３内に製品を注入
することを可能にする。有利には、カメラ２４の位置及びケーブルの位置について疑いな
いように、カメラは接続手段１４の方へずらされている。
【００８１】
　ここで、「中央吸引による」装置と呼ばれる本発明に係る第三の実施形態の装置「Ａ３
」（図中参照番号３８）を、第一の実施形態に対するその違いについてのみ、図１７～図
２０を参照して説明する。
【００８２】
　この実施形態３８において、スタッド９は滑り止めを施したスタッドである。
【００８３】
　さらに、この実施形態３８において、接続手段１４は、中空スタッドの基部において中
空スタッド１１の内部へ直接に通じている。
【００８４】
　より正確には、接続手段１４は、後壁５の側で中空スタッドの上部から中空スタッド１
１の内部へ通じている。
【００８５】
　空間６内において直接に側面よりむしろ中空スタッド１１を介して中央吸引を行うとい
う事実は、以下：
－組織８の吸引の遮断を回避し、かつ
－吸引をより均一にすることができる。
【００８６】
　中空内部１３が凹面の内部形状を有していることに留意されたい。
【００８７】
　この実施形態３８において、中空スタッド１１は以下の２つの機能：
－吸引の均一分布の機能、及び
－「支柱」としての働きをすることにより装置を補強する機能、
を有する。
【００８８】
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　この実施形態３８において、壁１２は穿孔されて（穴４１）スタッド１１の内部１３と
空間６との間で吸引が伝達されることを可能にする。
【００８９】
　接続手段１４は、十字形状の穴を有する中空スタッド１１（図１８に図示）へ通じて、
負圧及びその均一化を改善する。
【００９０】
　上記の実施形態と同様に、実施形態３８は以下：
－スタッド１１の内部１３と空間６との間で吸引が伝達されることを可能にするように後
で穿孔されるリング１７又は剛性の金属リング（図示せず）、及び／又は
－追加の部品２０、及び／又は
－スカート２１（図示せず）、
を備えていることができる。
【００９１】
　上記の実施形態のいずれか１つの好ましい変形において、本発明に係る装置は、生物学
的組織８に適用されるのに適しておりかつ後壁５と異なる硬度であって該硬度より低い硬
度のシリコーン部分を備える。
【００９２】
　ショアスケールＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、０及び００があることが知られている。
【００９３】
　本願明細書において、他に断らない限り、ショア値はすべてショアＡスケールにおける
デフォルト（defaut）によって与えられる。
【００９４】
　後壁５の機能は、吸引による負圧に耐えるのに充分な剛性を装置に与えることである。
後壁は硬度３５～８５ショアＡ、好ましくは５０ショアＡにほぼ等しい硬度を有する。
【００９５】
　生物学的組織に適用されるのに適した部分の機能は傷口又は組織８の形状に適合するこ
とである。生物学的組織への適用に適しておりかつ後壁の硬度と異なる硬度を有するこの
部分は、硬度０～５０ショアＡ、好ましくは３５ショアＡにほぼ等しい硬度を有する。
【００９６】
　生物学的組織８への適用に適しておりかつ後壁の硬度と異なる硬度を有する部分は以下
：
－シリコーンからなる周囲支持手段３と、及び／又は
－本発明に係る装置が前記追加の部品を備えている場合には、シリコーンからなる追加の
部品２０と、
を備えている。
【００９７】
　図２１を参照するに、本発明に係る装置が追加の部品２０を備えている場合には、該追
加の部品２０は、追加の部品２０と生物学的組織との間に位置するように配置されかつ追
加の部品２０の硬度より低い硬度を有するシリコーン製の中間シール４０を備えている。
このことは傷口又は組織８の形状になおいっそう良く適合することを可能にする。追加の
部品２０は、シール４０を受容するように設けられた閉じられたループの形状のスリット
３９を備えている。シール４０は硬度０～１０ショア００（すなわち、ショア００スケー
ルによる）、好ましくは５ショア００にほぼ等しい硬度を有する。
【００９８】
　ここで、なおも止血用プレートの分野の、分割出願の対象とすることができる別の実施
形態である発明「Ｂ」（図中参照番号２３）を、図１４～図１６を参照して説明する。
【００９９】
　図１４は図１５の軸Ａ－Ａに沿った横断面図である。
【０１００】
　図１６は図１４の軸Ｉに沿った横断面図である。
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【０１０１】
　図３は図４の軸ＩＩに沿った横断面図である。
【０１０２】
　装置２３は、以下：
－実質的に平行な対向する２つの面２７、２８を備え、それら２つの面の間に内部体積２
９を含む、平坦な可撓性プレート２６と、及び
－前記装置の外部にある吸引手段（図示せず）に前記内部体積２９を接続してこの内部体
積２９内に負圧を形成するように配置される、典型的には接続管３１を備えた接続手段３
０と、
を含み、
前記面２７、２８のそれぞれが穴３２を備えて、内部体積２９とプレートの外部とがこれ
らの面２７、２８を介して通じている。
【０１０３】
　このように、装置は２つの対向する面２７、２８を介して同時に組織８に吸引を伝達す
ることができ、このようにして、例えば胃若しくは食道などの「中空器官」、又は好まし
くは、患者の分娩のときに出産のために生じることがある患者の子宮の内壁における出血
の場合の子宮、の２つの対向する壁３３、３４を接近させて保持することを可能にする。
【０１０４】
　さらに、プレート２３の面２７、２８のそれぞれは、装置の外側に、浮彫の形状のレリ
ーフパターン３５を備えている。
【０１０５】
　パターン３５は、実質的に一定の表面密度で、面２７、２８上に規則的に（de maniere
 reguliere；evenly）分布している。
 
【０１０６】
　これらのパターン３５の役割は、種々の出血の部位で装置２３の気密性を改善すること
である。
【０１０７】
　管３１は、体積２９内部で体積２９の全長にわたり延在する。
【０１０８】
　この管は空間２９内部でその全長にわたり側穴３６の対を備えて管３１の内部が体積２
９と通じることによって、負圧が空間２９の内部で適切に均一となる。
【０１０９】
　装置「Ｂ」（図中参照番号２３）は、例えば、以下：
－患者の分娩のときに出産のために生じることがある患者の子宮の内壁における出血又は
抑制された出血の場合であって、患者の子宮が比較的弛緩しているときに、とりわけ、分
娩及び胎盤の娩出に続く期間内に、もはや正確に位置を定めることができない胎盤の付着
の領域において、
用いられることができる。
【０１１０】
　もちろん、本発明はここまで説明してきた例に限定されるものではなく、本発明の範囲
を逸脱することなくこれらの例に対して多くの調整をなすことができる。
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